
兵庫医科大学大学院 リハビリテーション科学研究科

Ｑ１ 仕事と⼤学院との両⽴は可能ですか︖

Ａ１ ⼤半の院⽣は社会⼈で、受験前に職場に相談して理解や協⼒を得た上で、働きながら⼤学院に進学して学んでいます。
⼤学側も、講義は基本的に⼟⽇または夜間で開講し、オンデマンド授業も取り⼊れ、院⽣が仕事と学びを両⽴できる環境を整えて
います。

本研究科についてQ＆A形式でご紹介いたします。

Ｑ２ ⻑期履修制度を使う⽅はいますか︖

Ａ２ 社会⼈が学びやすい時間割設定にしておりますので、⻑期履修制度を使わずに修了する⽅が多いですが、時間的制約や⾦銭的制約
など、それぞれが抱える状況に合わせて本制度を利⽤しながら、修了を⽬指していただければと思います。

Ｑ３ 学部卒業後すぐに⼤学院に進学する⽅はどれくらいますか︖

Ａ３ 学部卒業後すぐの⼤学院への進学者も積極的に受け⼊れていますが、現状は本研究科院⽣の1－2割程度です。
就職せずに⼤学院進学を選択することにより、密度の濃い学びや研究成果を出すことが期待されます。



兵庫医科大学大学院 リハビリテーション科学研究科Q＆A

Ｑ４ ゼミの実施頻度はどのくらいですか︖

Ａ４ 領域によって異なりますが、⽉1〜2回程度の頻度で実施しています。

Ｑ５ 特⾊やアピールポイントはありますか︖

Ａ５ 毎年研究科に配分される予算の中から⼀定額が各院⽣の教育・研究のために使⽤されます（例︓研究⽤消耗品、国内学会発表時の
参加費・旅費など）。
また、研究科内の了承が得られれば、外国の学会参加費や旅費、英⽂校正費や論⽂投稿料にも予算を使⽤し、研究成果を積極的に
内外に発信する院⽣への⽀援体制を整えています。


